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だより

ぶどうのいえとの関わりは長くなりました。

開設時からボランティアとして活動していま

すが、ほかに当時の運営委員会や後援会理事

会では書記として陪席しました。2000 年に

NPO 法人になり新しい理事会が発足して、再

度書記になり、2016 年からは理事になりまし

た。

理事会とボランティア会の関係で

すが、現場で各曜日ごとに活動する

ボランティアが月に一度話し合う場

がボランティア会です。現在、理事

16 名のうち 9 名がボランティアを兼

ねています。

NPO 法人になる以前には、理事会

と現場の乖離というか、ボランティ

ア会の要望が理事会に届かないとい

う声が上がったことがありましたが、

現在は同じ課題を両方の会で取り上

げる場合に時間差が少なく、問題の

解決が早いと思います。年 6 回の理

事会への出席率も上がりました。

さて、我が身を振り返ると、どちらの立場

に重きを置いているのか。もちろんどちらも

目指す所は同じですが、相反する面もありま

す。理事は施設運営の経済的責任を負うもの

です。ボランティアは日々利用者に接し不便

がないか気を配り、場合によっては設備の更

新等金額の張るものを要求しなければなりま

せん。

私は、やはり日々の受付や電話応対などの

業務を大切に思っています。利用される方々

への挨拶、「行ってらっしゃい」､「お帰りな

さい」は最も丁寧にと心掛けています。でも

いつもの仕事ですから、慣れでこなしている

こともあります。それで時々、原点を振り返

ってみなければと反省します。

それは 19 歳の時の入院体験です。二ヶ月

間、母は病院近くの叔父の家に泊まり込んで

毎日通ってくれました。母が留守の間は祖母

が家事をして父や妹たちの世話をしてくれた

そうです。叔父と叔母の協力もありました。

今から思えば恵まれた闘病生活でした。

母は病棟廊下の隅の小さな台所

で、料理を作っていました。回復

期は食欲が出て、病院食では足り

なかったからです。その時のお皿

を今も大切に持っています。

私自身はたくさん食べるほどに

回復したのですが、仲良くなった

同世代の女の子二人は、一人が手

術後に亡くなり、もう一人は手術

も出来ない状態でした。それまで

家庭と学校しか知らない世間知ら

ずでしたから、病院の中に暮らす

子ども達や付き添いの家族を目に

したこと、そして生きていたくて

も叶わない子がいると知ったことは大きな衝

撃でした。退院の時、これからは自分一人だ

けのために生きてはいけないと考えました。

時の流れの中で忘れたことはありませんでし

たが、実際に何ができるか、どのような活動

をしたいのか、と自問するばかりでした。

「ぶどうのいえ」開設の話を聞いたとき、

ここが私の活動の場だと思いました。これが

原点で、若い日の決心をぶどうのいえで活か

せればと思って活動を続けています。利用者

に接するとき、あの二人の思いを心の中で重

ね合わせていきたいと思うのです。

                       

（ぶどうのいえ理事）
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      施設訪問Ⅰ NPO 法人 「こどものちから」         

堀内 昭

こどもの日の前日、国立がんセンター中央病院の中にある「こどもの

ちから」という部屋を訪ねました。病棟の「小児待合室」の場を借りて

NPO 法人が運営している子どもの遊び場です。

入院している病児に面会できるのは中学生以上ですから、親が連れ

てくる兄弟児は「小児待合室」という殺風景な部屋でぽつんと待つし

かありませんでした。井上るり子理事長はそこを楽しい場所に変身さ

せたのです。理事長さんとボランティアの方々にお話を伺いました。

活動は月曜、木曜、第 2 土曜、第 4 日曜の 11 時から 14 時までです。

  理事長さんは三男を亡くされたあと、家族相談士やおもちゃスペシャリストなどの資格

を取り、6 年間お一人で活動され、3 年前 NPO 法人となったそうです。壁には手作りのポス

ターや飾りがたくさんあって、とてもわくわくするような雰囲気でした。おもちゃもたくさ

んありました。どんなに散らかしても自由。ボランティアさんと一緒に工作もできます。ス

タッフがいない時間帯にはハサミなどはしまっておく、と聞きました。

  病気の子どもの兄弟児の問題はかねてから気になっていました。ぶどうのいえでも過去

に「リラの家」などの働きを聞き、検討課題になりました。親御さん、とくに母親は病気の

子にかかりきりになりがちです。兄弟はどうしても我慢を強いられます。寂しさが性格に影

響することもあります。その子達に何かできないか。ただ、我々の施設ではいろいろな面で

保育は無理との結論になりました。ですから、病院内にこのような場があるのは嬉しいこと

です。その日も女の子が人形遊びやブロックなどで慣れた感じで遊んでいましたが、初めて

来た子だとか。

井上氏の話では、病児はカードやプレゼントをもらう機会が多いけど、兄弟にはそのおこ

ぼれしかない。だから家で待つ兄弟にもカードを送ったりするそうです。カードは子ども達、

親たち、ボランティアさん達みんなで手作り。カードをもらった子ども達はとても喜ぶとか。

病児や親子で参加するイベントも盛んです。パンフレットには楽しそうな写真が載っていま

す。

  今のところ、この部屋は同じ階の病棟に関係する子どもしか利用出来ません。感染症が

出た場合に辿れるようにするためだとか。将来的には他の階や外来などにも場所を作れれば、

というのが理事長さんの夢だそうです。様々な企画を立てて前向きに頑張る理事長さんに感

銘を受けました。この NPO 活動を様々な人が応援しています。まだ小さい組織なので支援

者を増やす手伝いが出来ればと思いました。

こどもの日を前に有意義な一日でした。    （ぶどうのいえ顧問）

2017年 8月 ぶどうのいえだより

報告


